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　Ⅱ．編集委員会からのお知らせ

  I.　大会実行委員会からのお知らせ

1. 日本科学哲学会第36回（2003年度）大会［場所：千葉工業大学・津田沼キャンパス］のプログラ

ムについて

　　今年度大会のプログラムは、以下を予定しています。

11月 15日（土）
　　　　　研究発表（10：00-12：00）
　　　　　理事会・評議員会・大会実行委員会（12：00-13：15）
　　　　　総会（13：15-13：45）
　　　　　特別講演（13：45-14：45）
　　　　　　　講演者：小野修一郎（千葉工業大学）
　　　　　　　講演題目：「「粋の文化」に対する一科学技術者の考察 ― 持続可能社会の視点から ―」
　　　　　　　司会者：野本和幸（創価大学）
　　　　　シンポジウム（15：00-17：30）
　　　　　　　テーマ：「時間のメタフィジックス ― マクタガートのパラドックスをめぐって」
　　　　　　　司会者：野矢茂樹（東京大学）
　　　　　　　提題者：中山康雄（大阪大学）、植村恒一郎（群馬女子大学）、入不二基義（山口大学）
　　　　　懇親会（18：00-20：00）

11月 16日（日）
　　ワークショップ（10：00-12：15）

　　　　　　　Ｉ．「科学と宗教」
　　　　　　　　　　オーガナイザ（司会兼応答者）：田中裕（上智大学）
　　　　　　　　　　提題者：武田龍精（龍谷大学）、稲垣久和（東京基督教大学）
　　　　　　　Ⅱ．「心の哲学とスワンプマン論争」
　　　　　　　　　　オーガナイザ：羽地亮（神戸大学）
　　　　　　　　　　提題者：前田高弘（大阪大学）、水本正晴（日本学術振興会）、
　　　　　　　　　　コメンテーター：信原幸弘（東京大学）、柴田正良（金沢大学）
　　　　　理事会・評議員会・大会実行委員会（12：15-13：20）
　　　　　研究発表（13：30-14：30）
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　　ワークショップ（14：45-17：00）
　　　　　　　Ⅲ．「ラムジー生誕 100年を記念して」
　　　　　　　　　　オーガナイザ：伊藤邦武（京都大学）
　　　　　　　　　　提題者：橋本康二（筑波大学）、三浦俊彦（和洋女子大学）、出口康夫（京都大学）
　　　　　　　IV．「技術の哲学」
　　　　　　　　　　オーガナイザ：金森修（東京大学）
　　　　　　　　　　提題者：村田純一（東京大学）、直江清隆（山形大学）、塩谷賢

2.研究発表者の募集について

　今年度大会での研究発表の希望者を募ります。希望される方は、発表要旨［B5版用紙１枚にワー
プロで800字程度、上部に題目、氏名、所属を明記のこと ― ご提出いただいた原稿をそのまま予
稿集の版下とします ―］添付の上、9月1日（必着）までに事務局宛お申し込み下さい。採否並び
に発表日の通知は、9月 20日頃に郵送で行います。

3.プログラムの発送について

　プログラム、出張依頼状、会場周辺地図（附：交通案内）は、例年通り大会のおよそ１ヶ月前、10

月 17日頃に発送の予定です（ワークショップ資料は、ホームページに掲載の予定です）。

  II.編集委員会からのお知らせ

1.自由応募論文について

編集委員長　奥雅博

　自由応募論文は常時受け付けています。なお「論文応募要領」3にある通り、論文本体（これはレ
フェリーに転送されることになります）には論文タイトル（日本語と英語）と英文要旨のみを付ける
こととし、著者氏名と所属については、別に添付した表紙に記して下さるようお願い申し上げます。

  III.事務局からのお知らせ

1. D. H. Mellor教授講演会について

　下記の通り、D. H. Mellor教授（University of Cambridge, Emeritus Professor of Philosophy in

the Faculty of Philosophy, Fellow of Darwin College）の講演会が、日本科学哲学会の後援で開催
されます。会員の皆さまには奮ってご出席下さいますようお願い申しあげます。なお、詳しくは本学
会のホームページ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/pssj/index.html）をご覧下さい。

　日程：　2003年 10月 4日　14:00－
　場所：　専修大学・神田キャンパス（神保町）　7A会議室
　題目：　時間論の検討
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〒 192-0397 東京都立大学人文学部哲学科内
日本科学哲学会事務局

fax. 0426-77-2073（「日本科学哲学会」宛であることを明記して下さい。）
e-mail: philsci@comp.metro-u.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/pssj/

2.教員公募情報について

　会員の石垣壽郎氏から、以下のような教員公募の情報が届いています。詳しくは、本学会のホーム

ページ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/pssj/index.html）をご覧下さい。また、直接のお問い合わせは下記

にお願いいたします。

　　［問い合わせ先］石垣　壽郎

北海道大学理学研究科物理学専攻　科学基礎論研究室

Phone/Fax(D.I.):011-706-4420

Email:ishigaki@hps.sci.hokudai.ac.jp

教授の公募について

　この度，北海道大学大学院理学研究科物理学専攻では，下記のとおり教授を公募いたします．

＊公募人員：　教授 1名　　　　　　　

＊所属講座：　量子物理学講座

　科学基礎論研究室を形成し，科学基礎論に関する大学院学生の教育・研究の指導にあたるとともに，

学部学生の教育，および全学教育を行う．

＊専門分野：　科学基礎論

　特に物理学の基礎に関する概念的問題の研究．たとえば，以下の学術雑誌が扱っている分野．

　The British Journal for the Philosophy of Science.

　Foundations of Physics.

　Philosophy of Science.

　Studies in History and Philosophy of Modern Physics.

　Synthese.

＊着任時期：　平成 17(2005)年 4月 1日(ただし，数ヶ月または 1年早まる可能性がある)

＊応募資格：　博士の学位を有していることが望ましい

＊公募締切：　平成 15(2003)年 12月 1日(月)必着

＊書類提出先：　〒 060-0810　札幌市北区北 10条西 8丁目

　　　　　　　　北海道大学大学院理学研究科物理学専攻長　　加藤　幾芳


